
ａ
ｌ
ｉ
ｃ
セ
ミ
ナ
ー　

　

平
成
２₅
年
１
月
２１
日
に
開
催
し
た
ａ

ｌ
ｉ
ｃ
セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
「
放
射
能
と

食
の
安
全
」
を
テ
ー
マ
に
、
リ
ス
ク
管

理
お
よ
び
リ
ス
ク
評
価
を
正
し
く
理
解

す
る
こ
と
の
重
要
性
な
ど
に
つ
い
て
、

今
日
ま
で
の
報
道
の
流
れ
を
振
り
返
っ

て
、
ご
講
演
頂
き
ま
し
た
の
で
、
そ
の

概
要
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

暫
定
規
制
値
の
決
定

　

東
京
電
力
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所

事
故
直
後
の
平
成
２₃
年
３
月
１７
日
、
厚

生
労
働
省
は
、
食
品
衛
生
法
の
規
定
に

基
づ
く
食
品
中
の
放
射
性
物
質
（
放
射

性
ヨ
ウ
素
と
放
射
性
セ
シ
ウ
ム
）
の
食

品
中
の
暫
定
規
制
値
（
放
射
性
ヨ
ウ

素
：
飲
料
水
３
０
０
Ｂ
ｑ
／
㎏
、
野
菜

類
２
０
０
０
Ｂ
ｑ
／
㎏
等
、
放
射
性
セ

シ
ウ
ム
：
肉
・
卵
・
魚
・
そ
の
他
５
０

０
Ｂ
ｑ
／
㎏
等
）
を
定
め
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
ス
リ
ー
マ
イ
ル
島
原
発
事

故
翌
年
の
昭
和
₅₅
年
に
、
原
子
力
安
全

委
員
会
が
示
し
た
原
子
力
施
設
の
防
災

対
策
の
た
め
の
飲
食
物
の
摂
取
制
限
に

関
す
る
指
標
を
、
そ
の
ま
ま
食
品
衛
生

法
に
お
い
て
食
用
に
供
す
る
た
め
の
販

売
等
を
規
制
す
る
暫
定
規
制
値
と
し
た

も
の
で
す
。
そ
も
そ
も
、
原
子
力
安
全

委
員
会
が
示
し
た
指
標
は
、
「
摂
取
制

限
を
講
ず
る
こ
と
が
適
切
で
あ
る
か
否

か
の
検
討
を
開
始
す
る
め
や
す
を
示
す

も
の
」
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

３
月
２０
日
に
、
厚
生
労
働
省
は
、
食

品
安
全
委
員
会
に
対
し
て
食
品
健
康
影

響
評
価
に
つ
い
て
の
意
見
を
求
め
、
２₉

日
に
食
品
安
全
委
員
会
が
緊
急
取
り
ま

と
め
を
公
表
、
こ
れ
を
受
け
て
、
４
月

４
日
に
厚
生
労
働
省
は
、
当
分
の
間
、

現
行
の
暫
定
規
制
値
を
維
持
す
る
と
し

ま
し
た
。

食
品
か
ら
放
射
性
物
質
は
検
出

　

３
月
１１
日
の
事
故
後
、
１₅
～
１₆
日
に

は
多
量
の
放
射
性
物
質
が
一
度
検
出
さ

れ
て
低
下
し
、
２１
日
の
降
雨
に
よ
り
放

射
性
物
質
が
再
度
検
出
さ
れ
た
も
の
の
、

そ
の
後
の
放
出
は
減
少
し
て
い
ま
す
。

　

暫
定
規
制
値
が
設
定
さ
れ
た
直
後
の

３
月
１₉
日
か
ら
原
乳
や
ホ
ウ
レ
ン
ソ
ウ

で
値
を
超
え
る
放
射
性
ヨ
ウ
素
が
検
出

さ
れ
、
そ
の
後
、
原
子
力
災
害
対
策
本

部
長
か
ら
県
単
位
の
出
荷
自
粛
要
請
の

指
示
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

２１
～
２２
日
に
、
水
道
水
か
ら
乳
児
用

暫
定
規
制
値
を
超
え
る
放
射
性
ヨ
ウ
素

が
検
出
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
厚
生
労
働

省
は
母
乳
中
の
放
射
性
物
質
濃
度
を
調

査
し
ま
し
た
。
結
果
は
不
検
出
ま
た
は

微
量
で
し
た
が
、
安
全
だ
と
い
う
報
道

は
注
目
さ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

食
品
中
の
放
射
性
セ
シ
ウ
ム
検
査
結

果
で
は
、
事
故
直
後
に
ホ
ウ
レ
ン
ソ
ウ
、

キ
ャ
ベ
ツ
、
原
乳
等
で
規
制
値
を
超
過

し
た
も
の
が
見
つ
か
り
、
そ
の
後
、
い

か
な
ご
、
し
い
た
け
、
５
月
以
降
は
た

け
の
こ
、
茶
、
川
魚
、
最
近
で
は
ジ
ビ

エ
と
い
う
よ
う
に
、
規
制
値
越
え
の
食

品
の
種
類
も
変
化
し
ま
し
た
。
ま
た
汚

染
の
最
大
値
は
、
事
故
直
後
が
最
高
で

時
間
と
と
も
に
低
下
し
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
一
連
の
騒
動
が
一
段
落
し

た
７
月
中
旬
に
、
高
濃
度
の
放
射
性
セ

シ
ウ
ム
が
含
ま
れ
た
稲
ワ
ラ
を
給
与
さ

れ
た
こ
と
に
よ
っ
て
牛
肉
か
ら
暫
定
規

制
値
を
超
え
る
放
射
性
セ
シ
ウ
ム
が
検

出
さ
れ
、
こ
う
し
た
牛
肉
が
す
で
に
食

用
と
し
て
流
通
し
て
い
た
こ
と
が
判
明

し
た
た
め
、
そ
の
後
の
食
品
不
信
を
招

く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

放
射
能
と
食
の
安
全
㈶
食
の
安
全
・
安
心
財
団 

理
事
長
／
倉
敷
芸
術
科
学
大
学 

学
長 

唐
木
英
明
氏
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規
制
値
を
引
き
下
げ

　

食
品
安
全
委
員
会
は
、
１０
月
２７
日
、

正
式
に
厚
生
労
働
大
臣
に
対
し
て
食
品

健
康
影
響
評
価
の
結
果
を
答
申
し
ま
し

た
。
こ
れ
は
、
「
放
射
線
に
よ
る
影
響

が
見
出
さ
れ
て
い
る
の
は
、
生
涯
に
お

け
る
追
加
の
累
積
線
量
が
お
お
よ
そ
１

０
０
ｍ
Ｓ
ｖ
以
上
」
と
い
う
難
し
い
表

現
で
、
こ
れ
に
対
し
て
国
民
か
ら
多
く

の
意
見
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

政
府
に
お
い
て
は
、
１０
月
２８
日
に
厚

生
労
働
大
臣
が
年
間
の
放
射
性
セ
シ
ウ

ム
の
暫
定
基
準
値
の
算
定
根
拠
と
な
っ

て
い
る
年
間
被
ば
く
線
量
を
５
ｍ
Ｓ
ｖ

か
ら
１
ｍ
Ｓ
ｖ
へ
引
き
下
げ
、
４
月
か

ら
適
用
す
る
と
い
う
方
針
（
例
え
ば
放

射
性
セ
シ
ウ
ム
：
肉
・
卵
・
魚
・
そ
の

他
１
０
０
Ｂ
ｑ
／
㎏
に
引
き
下
げ
ら
れ

る
）
を
突
然
、
明
ら
か
に
し
ま
し
た

（
図
１
）
。
こ
の
改
正
に
つ
い
て
諮
問

を
受
け
た
文
部
科
学
省
放
射
線
審
議
会

は
「
事
故
後
１
年
で
の
引
き
下
げ
は
問

題
を
引
き
起
こ
す
」
と
異
例
の
注
文
を

付
け
ま
し
た
。
こ
の
規
制
値
の
引
き
下

げ
を
引
き
金
に
、
食
品
関
係
企
業
で
は

規
制
値
を
下
回
る
自
主
基
準
を
設
け
る

ケ
ー
ス
が
相
次
ぎ
ま
し
た
。
農
林
水
産

省
で
は
、
過
剰
な
規
制
と
消
費
段
階
で

の
混
乱
を
避
け
る
た
め
、
被
ば
く
線
量

の
上
限
を
政
府
基
準
に
基
づ
い
て
判
断

す
る
よ
う
に
求
め
ま
し
た
が
、
市
民
団

体
か
ら
強
い
抗
議
を
受
け
ま
し
た
。

政
策
決
定
と
科
学
の
役
割

　

規
制
値
の
素

早
い
設
定
、
検

査
体
制
の
十
分

な
整
備
、
広
域

出
荷
規
制
の
即

時
実
施
等
、
一

連
の
対
応
に

よ
っ
て
食
品
の

安
全
は
守
ら
れ

た
と
考
え
て
い

ま
す
。
そ
れ
に

も
か
か
わ
ら
ず

非
常
に
厳
し
い

国
民
の
不
信
感

が
あ
る
の
は
、

原
発
事
故
と
そ

の
処
理
に
対
す
る
政
府
不
信
、
ど
ん
な

に
少
し
で
も
怖
い
と
い
う
放
射
能
に
対

す
る
恐
怖
、
科
学
者
の
表
現
に
難
し
い

と
受
け
ら
れ
る
面
が
あ
る
こ
と
も
一
因

で
し
ょ
う
。

　

リ
ス
ク
評
価
と
リ
ス
ク
管
理
が
混
同

さ
れ
て
い
ま
す
が
、
科
学
者
は
科
学
的

事
実
を
述
べ
る
助
言
者
と
し
て
の
役
割

（
リ
ス
ク
評
価
）
に
徹
し
、
政
策
決
定

を
制
約
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
（
図

２
）
。
科
学
に
基
づ
く
リ
ス
ク
評
価
や

国
民
感
情
、
国
際
的
動
向
、
経
済
へ
の

影
響
な
ど
を
参
考
に
し
て
リ
ス
ク
管

理
策
を
作
る
の
は
政
策
決
定
に
よ
る

も
の
で
す
。
正
し
い
判
断
を
行
う
た
め

に
、
科
学
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
や
リ

ス
ク
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
各
段
階

で
行
っ
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

・　年間５ミリシーベルトは安全側の値
・　生涯累積線量が100ミリシーベルトを超えるとリスクが高くなる

　＜食品安全委員会＞

・　年間１ミリシーベルトを「介入線量」に設定
・　「食品の半分」が汚染していても１ミリシーベルトを超えないように

食品ごとの規制値を設定　＜厚生労働省＞

年間　５ミリシーベルト（暫定規制値）

放射性セシウムの新規制

＊乳児に配慮してすべての食品が汚染していると仮定

一般食品
100ベクレル／キロ
＝　０．００２６

ミリシーベルト／キロ

５０ベクレル／キロ＊
＝　０．００１３

ミリシーベルト／キロ

乳児用食品・牛乳
１０ベクレル／キロ
＝　０．０００２６
ミリシーベルト／キロ

飲料水

許容レベル

介入レベル

食品別
規制値

年間　１ミリシーベルト（新基準値）

リスク管理策の策定と実施
○以下を参考にして行政が案を作成
  科学に基づくリスク評価
  国際的動向（国際貿易）
  技術的可能性
  その他
○決定は政治
  科学者は助言者としての役割に徹し、政策決定を
  制約することはない
○リスクコミュニケーションによる社会的受容を図る

安全対策（リスク管理）
リスクを減らして生命・健康・財産を守る

国民感情
経済への影響
費用対効果

科学
技術
経済
政治
外交
感性

図１

図２
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